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電中研レビュー第39号「新時代に向けた電力システム

技術」をお届けいたします。発電分野に続いて平成12年

３月から電力小売の一部自由化がスタートしました。さ

らに，太陽光，風力などの自然エネルギーや小型ガスタ

ービン発電機などの分散型電源の開発や実用化が盛んに

なり，これらが多数電力系統に接続されると電力系統の

運用には従来にない複雑な現象が生じるほかきめ細かな

運用が必要になってきます。

電力系統の運用については，当研究所は，電力安定供

給技術や効率的な運用法の開発などを進めてきました。

電力システムでは，多くの発電機の発電電力や送電線を

流れる電力は時々刻々変動しており，一時も同じ状態に

とどまることのない躍動感に富んだシステムです。今回，

今後の電力需要を展望するとともに，電力自由化の混沌

とした不確実性の時代においても，透明性が高く市場性

のある電力システム技術についてまとめました。本レビ

ューが，新時代における電力システム技術者の参考にな

れば幸いです。

最後になりましたが，巻頭言をご執筆いただきました

中部電力株式会社副社長 志賀正明様に，心より感謝申し

上げます。
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